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１【提出理由】

平成30年３月28日開催の当社第50回定時株主総会（以下「本総会」という。）において決議事項が決議されました

ので、金融商品取引法第24条の５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に

基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1) 当該株主総会が開催された年月日

平成30年３月28日

 

(2) 当該決議事項の内容

第１号議案 剰余金の配当の件

① 配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき金35円

配当総額　金4,538,396,065円

② 剰余金の配当が効力を生ずる日

平成30年３月29日

 
第２号議案 取締役７名選任の件

取締役として、坂田正弘、臼居裕、松阪喜幸、足立正親、濱田史朗、土橋昭夫および大澤善雄の各氏

を選任する。なお、土橋昭夫および大澤善雄の両氏は社外取締役候補者である。

 

第３号議案 監査役２名選任の件

監査役として、井上伸一および長谷川茂男の各氏を選任する。なお、長谷川茂男氏は社外監査役候補

者である。

 
第４号議案 取締役賞与支給の件

当期末時点の社外取締役を除く取締役８名に対し、取締役賞与総額78,500,000円を支給する。　
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(3) 決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思表示に係る議決権の数、決議事項が可決されるための要件ならび

に当該決議の結果

 

決議事項
賛成数
(個)

反対数
(個)

棄権数
(個)

決議の結果及び
賛成率
(％)

第１号議案
剰余金の配当の件

1,127,155 1,634 0 可決 99.07

第２号議案
取締役７名選任の件

     

坂田　正弘 1,016,481 111,815 493 可決 89.34

臼居　裕 1,102,820 25,969 0 可決 96.93

松阪　喜幸 1,103,084 25,705 0 可決 96.96

足立　正親 1,103,285 25,504 0 可決 96.97

濱田　史朗 1,103,218 25,571 0 可決 96.97

土橋　昭夫 1,097,550 31,239 0 可決 96.47

大澤　善雄 1,115,998 12,791 0 可決 98.09

第３号議案
監査役２名選任の件

     

井上　伸一 1,099,061 29,726 0 可決 96.60

長谷川　茂男 1,128,064 725 0 可決 99.15

第４号議案
取締役賞与支給の件

1,115,813 12,707 268 可決 98.08
 

 

(注) １．各議案の賛成数、反対数および棄権数は、本総会前日までの事前行使分に当日出席の一部の株主から賛否に

関して確認できたものを加算しています。

２．各議案の賛成率は、出席株主の議決権数（本総会前日までの事前行使分と当日出席分を合計したもの）を分

母とし、本総会前日までの事前行使分における賛成数に当日出席の一部の株主から賛成が確認できた分を加

算したものを分子として算出しています。

３．各議案の可決要件は次のとおりです。

　・第１号議案および第４号議案は、出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成で

す。

　・第２号議案および第３号議案は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主

の出席および出席した当該株主の議決権の過半数の賛成です。

 

(4) 議決権の数に本総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

本総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計した

ことにより可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、賛成、反対お

よび棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。
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